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静岡英和学院大学で発表をして感じたこと 
静岡県立こども病院医学図書室 細澤菜々  
 
2012年 8月 2日（木）に静岡英和学院大学にて「障害のある人の就職―その現場か
らの報告―」の当事者として発表してきました。その経緯は、私が当院に勤務する前
通っていた就労移行支援施設 SESを通して、静岡英和学院大学人間社会学部コミュニ
ティー福祉科狩野晴子先生より依頼を受けました。当日は、狩野先生の講義科目であ
る「就労支援サービス」という講義の一コマをお借りして就労移行支援施設 SESの話
も含め 90分話をしました。そのうち、私自身が障害者就労の当事者として発表したの
は 30分です。 
 まず、英和の設備に関しては英和に着いて、早速入り口が階段で困りました。一緒
に来ていた就労移行支援施設の職員 2 人で車椅子を抱えて頂き階段を上りました。そ
して、中に入り会場へ向かうエレベーターは車椅子と職員 1 名がぎりぎり入れるくら
いのスペースしかなく非常に狭かったです。また、教室の入り口も階段でした。 
発表に関しては、自分の話を聞いて頂けるか、私の想いが伝わるかといった不安が
ありました。しかし、そのような心配はいりませんでした。予定より多くの学生さん
が来ていて、頷きながら聞いてくれてうれしく思いました。 
 学生さん達の感想として私が一人一人の障害やニーズに合わせて支援をしてほしい。
私の場合にはお願いをするまで手を出さないでほしいと話をしたところ、「支援者とし
てすぐ手を出してしまいがちだか、助けを求めるまで手を出さないことが重要だと感
じた」また、「人の役に立ちたい、図書室を訪れた子どもたちに希望を持ってほしいと
いう言葉に感動した」「健常者も障害者も変わらない部分が多い」等という感想が寄せ
られ、私の伝えたいことが伝わったと思いました。 
 今回の発表のご縁で狩野先生と学生さん 5 人が当院の図書室に来室されました。実
際の仕事を観てもらい、とても嬉しかったです。実際の仕事をやりながらの説明では、
普段は簡単にできることも時間がかかり、緊張しているのだなと実感しました。 
 今回の経験を通して、この英和での発表が少しでも福祉の充実に繋がっていくと嬉
しいと思いました。そして、支援者になろ
うとしている学生さんたちが意識を変えて
いこうとしている分、支援してもらう側も
より一層自分から発信していく力を高めて
いかなければならないと感じました。また、
今回、英和で移動に苦労したことや、日々
の生活で困ったとしても、私が積極的に外
に出ていくことで少しずつ社会が変わり、
次世代の障害者(児）が少しでも楽になれば
と思っています。 
 
（この原稿は、平成 24年 11月 9日に開催された静岡県医療機関図書室連絡会研修会
での内容を基に、ご執筆いただきました。） 
